


















緒言 

自閉症児が,乳児期早期に睡眠・覚醒リズムの障害を示すことから,瀬川は早期のモノアミ

ン系神経糸,とくに縫線核由来のセロトニン系神経系の障害が,本症の基本病態と考えた

1-3)。睡眠・覚醒リズムの発達の臨界齢は,生後 1～4 ヵ月 4)であることを考えると,自閉

症児のこのリズムの障害は,この期間に,もっとも早期の症状として出現する可能性が示唆

される 1)。すでに,本研究班において,実験的に早期の縫線核の障害が,睡眠・覚醒リズム

形成の安定性を低下させること 20),また,胎生期の母親の行動リズム,あるいは,早期の食

餌習慣が,睡眠・覚醒リズムの発達に影響することが示されている。今回われわれは,人間

においてもこれらと同様の現象が生じうることを予想させる症例を経験したので,若干の

考察を加え報告する。 


